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南極氷床下には，基盤岩に接する氷の部分融解により液体の水（subglacial meltwater）が存在することがあ
る。そのような氷床下の水は，地底湖を形成するほか，一部は伏流水となり，水脈に沿い，大陸縁辺部に向
かって流れてゆく（e.g., [1]）。氷床下の水脈は，基盤岩との物理的削剥や化学的な水-鉱物相互作用
（subglacial weathering）を経て，無機態の炭素（relic 14C）のほか，窒素，鉄，シリカ等の栄養塩をわず
かに供給・運搬する。氷床下の伏流水の恩恵を受けるのが，氷床縁辺部の微生物生態系である。南極全体の約
１％程度は，完新世の氷床後退により，かつて氷床に覆われていた場所が露岩域となっている。そのような氷
床縁辺部には，かつての氷食作用の形跡が見られる他，氷河性の湖沼が存在する。では，水の収支や物理・化
学的特徴が，そこに棲息している（棲息してきた）基礎生産者にどのような影響を与え，全体の微生物相
は，どのように応答しているのだろうか。これらの全体像について，基礎的な記載が非常に少なかったた
め，我々は，東南極氷床のルンドボークスヘッダ地域の氷床縁辺部にある氷河湖を対象に，完新世の地史的背
景と生物地球化学プロセスの記載を行った。永年的な氷に被覆された湖底には，少なくとも約6000年前から微
細な氷河性砕屑物の堆積作用が始まっていた。初生的な基礎生産者は，同時期の海成湖沼（Lake Skallen
[2]）でも観察された珪藻（Chaetoceros）であることが分かった。その後，氷床後退に伴うアイソスタ
ティックリバウンドによる隆起と離水の後にも基礎生産者は，Chaetocerosに近縁な種が卓越しており，離水
後に基礎生産者が，大気CO2（modern 14C）と大気N2に依存したシアノバクテリアに変遷するスカーレン地域と
は，対照的な結果となった。ルンドボークスヘッダでは，無機態の炭素（relic 14C）を含む，氷床下の伏流水
（窒素，シリカ等）に依存した独特の生態系を形成していることが明らかになった[3] 。 
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